
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

表１ 教科別正答率の県平均等との比較  

６年生 

全国学力･学習状況調査 
県基礎 

学力調査 

４年生 

県基礎学力調査 

国語科 算数科 理科 社会科 国語科 算数科 

県平均との比較 
県平均 

との比較 
県平均との比較 
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５P 以上下回る    ２～５P下回る       県平均と同程度    ２～５P 上回る   ５P 以上上回る 

 

◇ 学力調査の目的 

 

 
 

 

 
 

【全国学力・学習状況調査】 

〈６年生 国語科〉            〈６年生 算数科〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓 「志高く」 

学力調査から 

校長 前田 倍成 

 国語科では，県の平均正答率との比較で，＋２

ポイントという結果でした。 

 結果分析から，強み・弱みは次の通り。 
 

○文章に対する感想や意見を基に，自分の文章

のよいところを見付けること 
 

○話し言葉と書き言葉との違いを理解すること 
 

▲登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を

基に捉えること 
 

▲互いの立場や意図を明確にしながら自分の考

えをまとめること 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る。学校におけ

る児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 算数科では，県の平均正答率との比較で，＋７

ポイントという結果でした。 

結果分析から，強み・弱みは次の通り。 
 

○目的にあった数の処理の仕方を考察すること 
 

○二つの数の最小公倍数を求めること 
 

○図形の意味や性質を基に，図形の構成の仕方

について考察し，記述すること 
 

▲百分率で表された割合を分数で表すこと 
 

▲数量が変わっても割合は変わらないことを理

解すること 

6 年生宿泊体験学習（国立能登青少年交流の家にて） 



【全国学力・学習状況調査】       【県基礎学力調査】 

〈６年生 理科〉            〈６年生 社会科〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【県基礎学力調査】 

〈４年生 国語科〉           〈４年生 算数科〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

毎年実施されている国･県学力調査の結果は，当該学年の学力の現状を示すと同時に，こ

れまで私どもが実践してきた授業改善・学力向上の取組の評価でもあります。昨年度も書

きましたが，１年生の時からどのように子どもに学力をつけてきたのか，そして今後，課

題克服に向けどう取り組むのかを問われるものでもあるわけです。 

子どもたちに学力をつけ，将来の選択肢を一つでも広げられるよう，この結果を精査し，

２学期以降，改めて授業改善・学力向上の取組に努めてまいります。ご家庭でも子どもた

ちの学びの土台を支えていただけますようお力添えをお願いいたします。  
 

 

― 受賞，おめでとうございます ― 
 

 

【第３８回全国小学生陸上競技交流大会】 

男子コンバインドＢ 第３位  ６年生 和田 一真 
 

【第８回 全日本トランポリン競技ジュニア選手権大会】 

 個人１０才以下男子 第２位  ４年生 神尾 武幸 
 

【第４９回県少年相撲能登地区大会】 

 団体 高学年 第１位 志賀Ａ（６年 仲谷 咲哉 ５年 押田 蒼馬 ４年 泉 寛大） 

個人 ５年生 第３位 押田 蒼馬   ４年生 第２位 泉 寛大 

 ２年生 第１位 脇田 大喜治  １年生 第２位 山﨑 瑠想翔 
 

 社会科では，県の平均正答率との比較で，  

＋３．２ポイントという結果でした。 

 結果分析から，強み・弱みは次の通り。 
 

○川の特徴，リサイクルの理由など，資料を基 

に考察し，適切に表現すること 
 

○消防署，警察署など関係機関の連携を理解す 

ること 
 

▲国の領土の範囲を読み取ること 
 

▲資料から必要な情報を適切に読み取ること 

 理科では，県の平均正答率との比較で，＋１

ポイントという結果でした。 

 結果分析から，強み・弱みは次の通り。 
 

○予想と結果を基に，問いに対するまとめを検

討・改善し，考えをもつこと 
 

○観察で収集した情報等を基に，問いに対する

まとめを検討・改善し，考えを記述すること 
 

▲実験器具の名称や扱い方を理解すること 
 

▲日光は直進することを理解すること 

 国語科では，県の平均正答率との比較で，  

－４．９ポイントという結果でした。 

 結果分析から，強み・弱みは次の通り。 
 

○目的を意識して要約すること 
 

○話の中心が明確になるよう構成を考えること 
 

▲内容のまとまりで段落をつくって書くこと 
 

▲自分の考えと，その理由や事例の関係を明確

にして書き表し方を工夫すること 

 

 

 算数科では，県の平均正答率との比較で，  

－３．５ポイントという結果でした。 

 結果分析から，強み・弱みは次の通り。 
 

○波及的繰り下がりのある減法計算 
 

○棒グラフからデータの特徴を捉えること 
 

▲分数の意味と表し方を理解すること 
 

▲根拠を明らかにして，判断した理由を説明す 

ること 


